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右
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で
ん
　
え
　
も
ん
　
　
　
　
あ
き
こ
　
ぴ
ゃ
く
れ
ん

　
明
治
四
四
年
に
伊
藤
伝
右
衛
門
は
柳
原
輝
子
（
白
蓮
）
と
再
婚

し
、
の
ち
別
府
赤
銅
御
殿
で
白
蓮
事
件
が
起
き
る
。

　
別
府
市
新
別
府
の
小
手
川
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
仏
壇
は
、
か

つ
て
明
治
・
大
正
期
の
実
業
家
で
筑
紫
の
炭
坑
王
と
い
わ
れ
た
伊

藤
伝
右
衛
門
が
所
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

▲若き日の柳原白蓮

一
　
白
蓮
の
生
い
立
ち

　
柳
原
白
蓮
は
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
十
月
一
五
日
、
東
京

市
麻
布
で
出
生
。
本
名
は
輝
子
。
京
都
の
華
族
・
柳
原
前
光
伯
爵

の
妾
腹
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
は
新
見
豊
前
守
正
興
の
娘

お
り
ょ
う
で
あ
る
。
生
後
ま
も
な
く
、
柳
原
家
に
入
籍
。
叔
母

愛
子
（
二
位
の
局
、
前
光
の
妹
）
の
生
ん
だ
大
正
天
皇
と
は
従
兄

妹
に
あ
た
る
。
明
治
二
七
年
、
九
歳
で
北
小
路
随
光
子
爵
の
養
女

と
な
り
、
同
三
三
年
、
一
六
歳
で
そ
の
息
子
資
武
と
結
婚
。
翌
年

四
月
、
息
子
功
光
を
生
む
。
し
か
し
、
夫
は
病
弱
で
、
愛
の
な
い

生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
、
同
三
八
年
に
離
婚
、
と
き
に
輝
子
二
Ｉ
歳

で
あ
っ
た
。

　
明
治
四
一
年
、
東
洋
英
和
女
学
校
に
入
学
。
同
四
三
年
（
一
九

一
〇
）
同
校
を
卒
業
。
在
学
中
に
佐
々
木
信
綱
の
竹
柏
園
歌
会

（
短
歌
）
に
入
門
す
る
。
同
四
四
年
三
月
、
二
七
歳
で
筑
豊
の
炭

坑
王
・
伊
藤
伝
右
衛
門
（
と
き
に
五
〇
歳
）
と
再
婚
し
、
九
州
・

▲伊藤伝右衛門

福
岡
県
飯
塚
に
移
る
。

二
　
伊
藤
伝
右
衛
門
と
別
府
赤
銅
御
殿

　
伊
藤
伝
右
衛
門
は
万
延
元
年
（
一
八

89



　’砂‥‥‥‥頴阪廊犯※訟揃‥‥‥‥‥‥
　　　　　　鸚

皿

　　　　　諒恕謳　・

　　　　　懸回回膳　，烈

　・　　　肘鉄……J詣’。　ヨ　　　　　　ー

_圖　　認証｀…………賄｀゜　　　　　　.　　，

……
…･’K鸚尚|巡特　　　　　　　　　｜　　言

願望頂　　　　　　　　　　＝

面懸貫首　　　

‥‥‥　　　　‥‥U　　認識1訟　　　ぽ

B自慰回�胎ｍ

　ﾋﾞ参詣　距鼠居直jﾚﾐ

　rj　R　　　，　‘　§M……゛･、………|’

　　　1　呂で満爪,’聘･．

　　　一昿齢’lj゛゛･ミ｀

　　　　　　’i｀　　　　　　　　　ちj（、　　　　ー　・　Ｚ　　　　／４　ゝ　　　　　ゝ　ゝ　５

　　　　　　　ｙ

　　　　　　　　　　言偏

　　　　　　　　　　言説

客気･..・　　･･　　　・、

にｺ簾荷胆

･･････　････　　　　　・ｉ溺畷･mam･.･･･.　･.　　･.･････.　　・　・
回頭頂席順顕職,。｡回|朧回読謬

▲白蓮と伊藤伝右衛門の結婚記念写真

六
〇
）
十
一
月
二
六
日
に
生
ま
れ
た
。
父
は
伊
藤
伝
六
、
母
は
ヨ

シ
。
伝
右
衛
門
は
、
明
治
・
大
正
期
の
実
業
家
で
福
岡
県
穂
波
郡

幸
袋
村
（
現
飯
塚
市
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

　
父
伝
六
は
松
本
潜
の
創
業
を
助
け
、
松
本
の
支
援
を
受
け
て
炭

坑
経
営
を
す
る
鉱
主
で
あ
り
、
伝
右
衛
門
は
早
く
か
ら
家
業
に
従
っ

た
。
明
恣
二
二
年
（
一
八
九
九
）
、
伝
六
が
死
去
す
る
と
松
本
の

支
配
か
ら
抜
け
出
し
て
独
歩
の
道
を
選
び
、
採
算
が
困
難
と
見
ら

れ
た
牟
田
炭
坑
の
経
営
に
成
功
し
、
同
三
九
年
、
先
発
の
鉱
主
が

苦
杯
を
な
め
た
鉱
区
に
中
鶴
炭
坑
を
開
抗
し
、
筑
豊
屈
指
の
大
炭

坑
に
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
、
伝
右
衛
門
は
牟
田
炭
坑
を
初
め
と
し
て
中
鶴
、
新

手
炭
坑
お
よ
び
伊
藤
商
店
を
経
営
し
て
い
た
。
大
正
五
年
（
一
九

一
六
）
、
泉
水
炭
坑
を
加
え
て
経
営
を
統
合
し
、
古
川
虎
之
助

（
古
川
鉱
業
、
古
川
銀
行
な
ど
の
社
長
・
頭
取
）
と
の
共
同
出
資

で
大
正
鉱
業
を
設
立
、
社
長
に
就
任
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の

ブ
ー
ム
で
巨
利
を
得
た
。
の
ち
、
昭
和
て
一
年
（
一
九
三
七
）
伊

藤
合
名
会
社
を
興
す
。
鉱
山
菜
の
ほ
か
無
尽
や
銀
行
、
セ
メ
ン
ト
、

鉄
道
な
ど
の
事
業
に
も
進
出
し
て
福
岡
県
有
数
の
実
業
家
と
な
っ

た
。
ま
た
、
明
治
三
七
年
に
は
衆
議
院
議
員
（
立
憲
政
友
会
・
当

選
二
回
）
と
な
り
、
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

　
明
治
四
四
年
に
輝
子
（
白
蓮
）
と
結
婚
し
た
伝
右
衛
門
は
、
福
　
＾
大

岡
お
よ
び
別
府
に
も
粋
と
贅
を
尽
く
し
た
広
大
な
別
荘
を
建
て
て
　
　
一

輝
子
を
住
ま
わ
せ
た
。
ど
ち
ら
も
豪
華
な
御
殿
様
式
の
別
荘
で
、

屋
根
に
は
総
て
銅
板
葺
き
を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
人
々
か
ら

「
赤
銅
御
殿
」
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、
輝
子
の
心
は
満
た
さ
れ

な
か
っ
た
。
当
時
、
輝
子
は
歌
壇
・
竹
柏
会
の
同
人
で
「
白
蓮
」

と
号
し
て
い
た
。
こ
の
雅
号
は
歌
の
師
匠
で
あ
る
佐
々
木
信
綱
が

つ
け
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

「
冷
や
や
か
な
枯
れ
本
の
ご
と
き
偽
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
人
の
道
と
し
い
う
べ
き
や
な
お
」



　
「
筑
紫
の
女
王
」
と
歌
わ
れ

た
白
蓮
の
た
め
に
炭
坑
王
・

伊
藤
伝
右
衛
門
が
別
府
に
建

て
た
伊
藤
別
荘
、
そ
れ
を
世

間
は
「
赤
銅
御
殿
」
と
呼
ん

だ
。

　
山
田
耕
平
（
初
代
の
別
府

市
会
議
長
、
の
ち
県
議
会
議

員
、
浜
脇
出
身
）
は
大
正
四

年
、
県
議
に
当
選
す
る
と
、

別
府
発
展
の
第
一
の
仕
事
と

し
て
、
海
岸
か
ら
日
名
子
旅

館
の
と
こ
ろ
ま
で
し
か
な
か
っ

た
流
川
通
り
を
、
ま
っ
す
ぐ

山
の
手
に
の
ば
し
て
観
海
寺

下
か
ら
鶴
見
地
獄
、
更
に
北

へ
鉄
輪
温
泉
地
帯
に
達
す
る

現
在
の
観
光
バ
ス
道
路
を
県

議
会
に
提
案
、
実
現
さ
せ
た
。

　
赤
銅
御
殿
が
別
府
公
園

▲赤銅御殿全景

（
別
府
球
場
、
現
在
別
府
市
立
体
育
館
を
建
設
中
）
に
隣
接
す
る

急
傾
斜
地
（
流
川
十
三
丁
目
、
現
青
山
町
）
に
建
て
ら
れ
た
の
は

こ
の
観
光
バ
ス
道
路
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
敷
地
五
千
坪
二

万
六
千
万
万
口
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
買
収
あ
っ
せ
ん
も
山
田
耕
平
が

走
り
ま
わ
っ
た
。

　
別
府
の
「
赤
銅
御
殿
」
。
総
檜
作
り
の
建
物
の
工
事
は
大
正
丑

年
に
取
り
か
か
り
、
翌
六
年
の
暮
に
完
成
、
庭
園
は
の
ち
同
八
年

の
年
末
に
や
っ
と
完
成
し
た
。
ケ
ヤ
キ
・
ヒ
ノ
キ
・
サ
ク
ラ
な
ど

高
板
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
九
棟
の
建
物
は
、
総
て
渡
り
廊
下

で
つ
な
が
れ
、
屋
根
が
わ
ら
の
下
に
は
、
長
野
県
諏
訪
産
の
鉄
平

石
を
薄
板
畳
に
し
て
敷
き
つ
め
た
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。
壁
に

は
金
粉
を
吹
き
付
け
、
雨
樋
や
釣
り
灯
ろ
う
な
ど
銅
を
随
所
に
使
っ

た
御
殿
造
り
で
あ
っ
た
た
め
、
後
に
「
赤
銅
御
殿
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ふ
す
ま
の
取
っ
手
は
、
金
を
溶
か
し
た
七
宝
焼

き
が
使
っ
て
あ
っ
た
。
家
の
間
取
り
の
内
、
主
な
部
屋
は
庭
園
を

前
景
に
し
、
背
景
に
必
ず
別
府
湾
や
仏
崎
、
高
崎
山
、
立
石
山
な

ど
の
美
し
い
風
景
が
借
景
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　
別
府
湾
を
形
ど
っ
た
庭
に
は
、
乙
原
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
清
水
も
引

き
込
ん
だ
。
主
人
の
伝
右
衛
門
の
部
屋
は
二
階
に
八
畳
と
十
畳
、

そ
れ
を
延
べ
十
二
畳
の
畳
廊
下
が
広
々
と
取
り
囲
ん
で
い
た
。
天
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井
は
格
天
井
、
壁
は
金
粉
を
吹
き
付
け
て
黄
金
色
に
輝
い
て
い
た
。

　
白
蓮
の
部
屋
は
控
え
部
屋
四
畳
半
と
居
間
六
畳
の
つ
つ
ま
し
い

広
さ
だ
が
、
一
間
床
が
二
つ
付
い
て
い
て
畳
廊
下
か
ら
庭
を
前
景

に
高
崎
山
と
そ
の
海
が
美
し
く
見
え
た
。
床
の
間
の
下
の
横
木
に

自
然
木
を
使
い
、
細
く
波
の
よ
う
に
紅
色
の
漆
が
塗
り
込
ん
で
あ
っ

た
。
ナ
ゲ
シ
に
は
、
つ
や
出
し
の
太
い
竹
を
使
用
し
て
い
た
。

三
　
白
蓮
事
件

　
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
、
輝
子
（
白
蓮
）
が
戯
曲
「
指
ま
ん

外
道
」
を
発
表
し
た
。

　
別
府
在
住
の
輝
子
（
当
時
、
三
三
歳
）
の
前
に
、
六
つ
年
下
の

東
大
（
東
京
帝
国
大
学
）
法
学
部
二
年
の
学
生
・
宮
崎
龍
介
（
二

七
歳
）
が
現
れ
た
の
は
大
正
九
年
一
月
ご
二
日
。
以
後
、
二
人
の

間
に
文
通
が
始
ま
る
。
龍
介
は
中
国
革
命
に
協
力
し
た
大
陸
浪
人

宮
崎
前
大
の
長
男
で
あ
る
。
龍
介
は
東
大
新
入
会
の
左
翼
系
雑
誌

「
解
放
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
戯
曲
「
指
ま
ん
外
道
」
を
出
版
、

お
よ
び
演
劇
上
演
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
来
別
し
た
。

　
宮
崎
前
人
は
中
国
革
命
運
動
の
援
助
者
。
名
は
寅
政
。
明
治
三

年
（
一
八
七
〇
）
、
熊
本
県
に
生
ま
れ
た
。
兄
の
八
郎
、
民
政
、

弥
蔵
ら
は
民
権
家
・
志
士
。
徳
富
蘇
峰
の
大
江
義
塾
に
学
ぶ
。
大

　

　

　

　

－

－

ｙ

　

一

ｈ

　

　

　

　

Ｉ

ｒ

％

養
毅
の
知
遇
を
得
て
中
国
革
命
運
動
事
情
を
調
査
し
た
。
同
三
〇

年
、
来
日
中
の
孫
文
を
知
り
、
同
三
八
年
、
黄
興
と
孫
文
を
引
き

合
わ
せ
て
中
国
同
盟
会
結
成
に
尽
力
す
る
。
辛
亥
革
命
後
、
中
国

で
革
命
派
を
支
援
し
た
。
そ
の
後
、
洞
穴
は
浪
曲
師
へ
転
身
す
る
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
死
去
。
享
年
長
二
歳
。

　
宮
崎
龍
介
は
国
家
社
会
主
義
運
動
家
。
明
治
二
長
年
（
一
八
丸

二
）
、
宮
崎
寅
蔵
（
洞
天
）
の
長
男
と
し
て
熊
本
県
に
生
ま
れ
た
。

東
京
帝
国
大
学
法
学
部
在
学
中
、
赤
松
克
麿
ら
と
新
入
会
を
結
成

す
る
。
大
正
丸
年
（
一
丸
二
〇
）
に
卒
業
し
、
弁
護
士
と
な
る
。

翌
十
年
、
炭
坑
王
伊
藤
伝
右
衛
門
と
別
れ
た
歌
人
の
白
蓮
と
結
婚

す
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
、
龍
介
は
無
産
運
動
か
ら
退
き

民
族
主
義
運
動
に
走
る
。
戦
後
、
二
九
年
に
憲
法
擁
護
国
民
運
動

に
参
加
し
た
。

　
龍
介
と
出
会
っ
た
白
蓮
の
心
に
愛
の
灯
火
が
燃
え
上
が
り
、
以

後
二
人
の
間
に
文
通
が
始
ま
る
。

　
大
正
十
年
一
月
下
旬
、
丸
条
武
子
夫
人
が
別
府
市
の
赤
銅
御
殿

の
白
蓮
を
訪
れ
て
い
る
。
武
子
は
、
西
本
願
寺
の
門
主
大
谷
先
尊

の
娘
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
十
月
に
別
府
市
鉄
輪
の
別
荘

で
死
去
し
た
大
谷
先
端
氏
の
令
妹
に
あ
た
り
、
男
爵
丸
条
良
致
氏

（
兄
先
端
夫
人
の
弟
）
の
夫
人
で
あ
る
。
夫
は
渡
欧
し
た
ま
ま
永
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く
帰
国
し
な
か
っ
た
。
白
蓮
と
武
子
の
二
人
は
竹
柏
園
の
同
人
。

白
蓮
と
の
別
府
の
集
い
で
は
油
屋
熊
八
も
顔
を
出
し
て
い
る
。

　
大
谷
光
瑞
の
妹
、
九
条
武
子
は
風
を
ひ
い
て
敗
血
症
を
起
こ
し
、

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
二
月
に
死
去
し
た
。
享
年
四
二
歳
。

　
九
条
武
子
が
別
府
で
詠
ん
だ
歌
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
や
は
ら
か
き
湯
気
に
身
を
置
く
　
我
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
ひ
お
ぼ
ろ
の
　
月
影
も
よ
し
」

「
身
に
あ
ま
る
願
い
は
た
て
じ
　
虚
泉
に

　
　
　
　
　
　
　
心
ゆ
く
ま
ま
　
う
ち
ひ
た
り
つ
つ
」

　
伝
右
衛
門
は
、
「
筑
紫
の
女
王
」
伊
藤
輝
子
（
白
蓮
）
か
ら

「
私
は
あ
な
た
の
妻
と
し
て
、
最
後
の
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
」

「
私
は
金
力
を
も
っ
て
女
性
の
人
格
的
尊
厳
を
無
視
す
る
貴
方
に

永
久
の
訣
別
を
告
げ
ま
す
」
に
始
ま
る
絶
縁
状
が
新
聞
紙
上
に
発

表
さ
れ
、
逆
に
傅
右
衛
門
は
「
輝
子
に
与
ふ
」
と
題
す
る
手
記
を

連
載
し
て
反
ば
く
し
た
。
大
正
十
年
十
月
二
〇
日
、
世
に
い
う
白

蓮
離
婚
事
件
は
前
代
未
聞
の
報
道
合
戦
の
中
で
世
間
の
耳
目
を
集

め
た
。

　
白
蓮
の
絶
縁
状
は
輝
子
自
身
が
書
い
た
文
で
は
な
か
っ
た
が
、

後
年
輝
子
は
「
で
も
、
あ
あ
で
も
し
な
く
て
は
離
婚
を
認
め
て
く

れ
る
伊
藤
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
大
正
十
年
十
月
二
〇
日
、
輝
子
が
家
出
を
決
行
。
と
き
に
輝
子

三
六
歳
、
龍
介
二
九
歳
。

　
同
月
号
一
日
、
大
阪
朝
日
新
聞
は
輝
子
の
家
出
を
報
じ
、
同
夕

刊
に
「
輝
子
の
絶
縁
状
」
を
掲
載
し
た
。

　
同
二
四
日
、
大
阪
毎
日
新
聞
、
伝
右
衛
門
が
「
絶
縁
状
を
読
み

て
輝
子
に
与
ふ
」
手
紙
を
四
回
に
及
ぶ
連
載
で
掲
載
す
る
。
こ
れ

は
夫
・
伝
右
衛
門
が
知
り
合
い
の
新
聞
記
者
に
胸
の
内
を
語
っ
た

形
式
で
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
阪
毎
日
新
聞
に
輝
子
へ
の
反

論
を
展
開
し
た
伝
右
衛
門
は
、
掲
載
を
中
途
で
打
ち
切
る
よ
う
要

請
し
た
。
こ
の
文
も
、
新
聞
記
者
の
脚
色
が
入
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
伝
右
衛
門
は
一
族
を
集
め
て
「
末
代
ま
で
一

言
も
弁
解
は
無
用
」
と
宣
言
し
た
。

・
十
二
月
、
伊
藤
・
柳
原
両
家
の
合
同
親
族
会
議
が
開
か
れ
、
善

　
後
策
を
協
議
す
る
。

・
十
一
月
二
六
日
、
伊
藤
家
の
福
岡
の
新
居
「
赤
銅
御
殿
」
が
落

　
成
す
る
。

・
大
正
十
一
年
三
月
、
輝
子
の
異
母
兄
柳
原
義
光
が
貴
族
院
議
員

　
を
引
責
辞
職
す
る
。
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・
同
年
、
輝
子
が
柳
原
家
で
監
禁
の
身
と
な
る
。
五
月
に
は
龍
介

　
と
の
子
、
長
男
香
織
を
出
産
す
る
。

・
大
正
十
二
年
九
月
、
関
東
大
震
災
が
発
生
。

　
　
輝
子
が
龍
介
の
も
と
に
帰
さ
れ
、
香
織
と
と
も
に
宮
崎
家
の

　
人
と
な
る
。
以
後
、
柳
原
輝
子
の
筆
名
で
文
芸
活
動
を
始
め
、

　
病
身
の
龍
介
に
代
わ
り
一
家
を
支
え
る
。

・
大
正
十
五
年
、
輝
子
、
龍
介
と
の
間
に
長
女
蕗
蓼
子
が
誕
生
す

　
る
。

・
昭
和
二
〇
年
八
月
十
一
日
、
学
徒
出
陣
中
の
長
男
香
織
が
鹿
屋

　
基
地
に
て
戦
死
。

　
昭
和
二
Ｉ
年
五
月
、
輝
子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
出
演
。
こ
れ
を
機
に
、

戦
後
の
平
和
運
動
に
参
加
す
る
。
「
悲
母
の
会
」
を
結
成
、
の
ち

に
世
界
連
邦
婦
入
部
の
中
心
と
な
る
。

　
伊
藤
伝
右
衛
門
は
、
衆
議
院
議
員
を
二
期
務
め
、
地
元
の
若
者

の
教
育
に
現
在
に
換
算
す
る
と
数
値
円
と
い
う
金
額
を
寄
付
し
て
、

昭
和
二
二
年
十
二
月
一
五
日
に
死
去
す
る
。
享
年
八
七
歳
。

　
宮
崎
龍
介
は
そ
の
後
、
無
産
運
動
に
参
加
。
戦
後
は
平
和
運
動

に
専
念
し
た
。
白
蓮
と
と
も
に
中
国
に
長
期
の
親
善
旅
行
も
し
た

こ
と
も
あ
る
。

四
　
戦
後
の
赤
銅
御
殿

　
赤
銅
御
殿
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
六
年
九
月
、
海

軍
の
水
交
社
と
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年
四
月
、
ソ
ロ
モ
ン
島
上
空

で
戦
死
し
た
元
帥
山
本
五
十
六
も
、
白
蓮
の
部
屋
で
読
書
を
し
て

い
た
と
い
う
。
戦
後
（
昭
和
二
〇
年
）
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
将

校
宿
舎
や
ク
ラ
ブ
に
使
わ
れ
た
。
接
収
解
除
後
、
昭
和
二
九
年
に

新
た
に
七
室
の
別
館
を
設
け
、
「
ホ
テ
ル
赤
銅
御
殿
」
と
な
っ
た
。

の
ち
、
転
々
と
人
手
を
渡
る
。

　
昭
和
五
四
年
十
二
月
、
別
府
の
赤
銅
御
殿
は
高
級
住
宅
地
造
成

の
た
め
解
体
さ
れ
た
。
解
体
時
、
屋
根
か
ら
は
三
千
枚
の
鉄
平
石

（
輝
石
安
山
岩
）
が
出
て
い
る
。
御
殿
の
ふ
す
ま
・
欄
間
・
鬼
が

わ
ら
・
白
蓮
の
歌
碑
な
ど
は
別
府
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
現
在
、
別

府
の
赤
銅
御
殿
跡
地
は
住
宅
分
譲
地
と
な
っ
て
住
宅
が
建
ち
並
ん

で
い
る
。
そ
の
一
隅
に
小
さ
な
公
園
が
あ
り
、
公
園
内
で
西
南
側

の
隅
に
石
造
り
（
岡
山
の
万
成
竜
王
石
、
高
さ
Ｉ
・
八
メ
ー
ト
ル
、

横
一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
五
三
セ
ン
チ
）
の
「
白
蓮
の
歌
碑
」

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
歌
碑
に
は

和
田
津
海
の
沖
に
火
も
ゆ
る
大
の
国
に

　
　
　
　
　
　
我
あ
り
誰
そ
や
思
わ
れ
人
は

白
蓮
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と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
歌
碑
の
正
面
左
手
に

は
、
白
蓮
と
宮
崎
竜
介
の

事
柄
が
記
さ
れ
、
最
後
に

「
ホ
テ
ル
赤
銅
御
殿
の
庭

内
に
こ
の
歌
碑
を
建
立
す

る
　
昭
和
二
十
九
年
九
月

二
十
三
日
　
建
立
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　
歌
碑
の
右
側
に
は
、
寄

贈
者
の
住
建
株
式
会
社
と
土
地
株
式
会
社
の
名
が
、
歌
碑
の
左
側

に
は
「
首
藤
克
人
　
以
下
八
名
」
の
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

石
造
り
の
歌
碑
は
、
も
と
ホ
テ
ル
赤
銅
御
殿
の
庭
に
建
て
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
事
件
か
ら
三
四
年
後
の
昭
和
二
九
年
九
月
二
三
日
、
白
蓮
（
六

九
歳
）
は
赤
銅
御
殿
に
で
き
た
彼
女
の
歌
碑
（
石
碑
）
の
除
幕
式

の
日
、
久
し
振
り
に
別
府
の
御
殿
を
訪
ね
た
。

歌
碑
に
は
先
規
の
歌

▲白蓮の歌碑

和
田
津
海
の
沖
に
火
も
ゆ
る
大
の
国
に

　
　
　
　
　
わ
れ
あ
り
誰
ぞ
や
思
は
れ
人
は

白
蓮

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
と
き
詠
ん
だ
歌
に
、
次
の
二
首

が
あ
る
。

「
再
び
は
来
じ
と
恵
い
し
窓
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
庭
の
木
立
に
秋
の
声
き
く
」

「
憂
か
り
け
る
月
日
の
流
れ
あ
や
し
か
も

　
　
　
　
　
　
　
恵
山
と
な
れ
ば
な
ど
美
し
き
」

　
翌
三
〇
年
六
月
二
四
日
に
は
、
再
び
白
蓮
（
輝
子
）
が
別
府
の

赤
銅
御
殿
を
訪
れ
た
。
今
回
は
夫
の
宮
崎
龍
介
（
六
二
歳
）
も
一

緒
だ
っ
た
。

・
昭
和
三
六
年
一
月
、
輝
子
が
緑
内
障
の
た
め
両
眼
を
失
明
す
る
。

　
翌
三
七
年
（
一
九
六
七
）
二
月
二
二
日
、
宮
崎
輝
子
が
死
去
す

　
る
。
享
年
ハ
ー
歳
。

・
五
年
後
の
昭
和
四
二
年
一
月
二
三
日
、
宮
崎
龍
介
が
死
去
す
る
。

　
享
年
七
八
歳
。

　
別
府
市
菓
子
協
同
組
合
が
共
同
研
究
し
開
発
し
た
和
菓
子
「
幻
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▲小手川吉夫

の
華
白
蓮
」
は
、
別
府

と
え
に
し
深
き
女
流
歌

人
「
柳
原
白
蓮
」
と
そ

の
歌
集
「
幻
の
華
」
か

ら
命
名
さ
れ
た
別
府
を

代
表
す
る
銘
菓
で
、
現
在
市
内
で
発
売
さ
れ
て
い
る
。

　
福
岡
県
飯
塚
市
幸
袋
に
あ
る
「
伊
藤
伝
右
衛
門
の
旧
邸
の
保
存

を
願
う
会
」
が
平
成
十
四
年
七
月
に
聞
か
れ
た
。
こ
の

旧
邸
は
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
、
増
築
を
重
ね
た

人
屋
造
り
で
あ
る
。
歌
人
柳
原
白
蓮
と
暮
ら
し
た
家
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
前
年
の
十
三
年
七
月
、
所
有

者
が
飯
塚
市
に
売
却
を
打
診
し
た
。
買
収
で
き
な
い
場

合
は
解
体
す
る
こ
と
を
伝
え
、
翌
十
四
年
末
ま
で
に
結

論
を
出
す
よ
う
要
望
、
売
却
価
格
は
数
値
円
と
い
う
。

五
　
伊
藤
家
の
仏
壇
と
新
別
府
小
手
川
家

　
小
手
川
吉
夫
氏
（
新
別
府
町
）
は
明
治
三
二
年
二

八
九
九
）
十
一
月
二
九
日
、
大
分
県
津
久
見
市
千
怒
に

生
ま
れ
た
。
夫
人
の
寿
美
子
さ
ん
は
大
分
県
宇
佐
郡
院

内
町
の
出
身
で
あ
る
。
吉
夫
は
鹿
児
島
市
泉
町
に
お
い

て
、
林
業
・
金
山
・
銅
山
を
経
営
し
て
い
た
。

　
新
別
府
（
こ
れ
ま
で
森
山
と
い
っ
た
）
は
大
正
三
年
、
温
泉
付

き
別
荘
分
譲
地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
。
戦
後
、
県
下
で
最
初
の
地

区
計
由
一
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
。
古
夫
は
昭
和
ご
二
年
、
そ
の
一

区
を
購
入
し
て
自
宅
と
し
た
。

　
伊
藤
伝
右
衛
門
が
福
岡
県
飯
塚
市
の
自
宅
に
所
有
し
て
い
た
仏

壇
は
、
伝
右
衛
門
が
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
作
ら
せ
た
も

▲小手川家の仏壇

の
で
あ
る
。

　
昭
和
三
九
年
、
伊
藤
家

か
ら
仏
壇
を
手
放
し
た
い

と
い
う
話
を
小
手
川
家
に

知
人
が
持
っ
て
き
た
。
同

氏
が
熱
心
な
真
宗
の
信
者

で
あ
っ
た
た
め
、
同
年
の

十
二
月
頃
、
福
岡
県
飯
塚

市
の
伊
藤
家
に
お
参
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
仏
壇
を

譲
り
受
け
た
。
仏
壇
の
大

き
さ
は
お
よ
そ
畳
四
帖
分

ほ
ど
あ
っ
た
。

-96



　
翌
四
〇
年
三
月
初
旬
に
仏
壇
を
買
い
受
け
、
三
月
末
か
ら
数
回

に
分
け
て
別
府
へ
運
搬
し
た
。

　
四
月
十
三
日
に
は
京
都
の
仏
具
師
を
別
府
へ
招
き
、
同
年
の
十

一
月
頃
、
四
畳
の
広
さ
の
仏
間
を
完
成
さ
せ
た
。
最
初
は
仏
壇
だ

け
を
買
い
受
け
た
が
、
数
日
後
、
飯
塚
の
伊
藤
家
か
ら
「
本
尊
も

お
守
り
し
て
欲
し
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
れ
を
お
受
け
し

て
仏
壇
に
安
置
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
本
尊
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。

　
大
分
市
在
住
の
建
築
家
、
村
松
幸
彦
氏
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
「
折
上
げ
格
天
井
、
書
院
造
り
の
仏

間
の
奥
に
は
四
畳
の
仏
間
を
設
け
、
ミ
ニ
寺
院
と
も
い
う
べ
き
形

式
を
整
え
て
い
る
。
金
色
に
輝
く
鳳
凰
の
舞
う
欄
間
彫
刻
、
観
音

開
き
の
扉
を
開
く
と
三
基
の
宮
殿
に
阿
弥
陀
仏
を
中
心
に
法
然
、

親
鸞
上
人
の
絵
像
を
祀
る
。
見
上
げ
る
と
、
折
上
げ
格
天
井
の
格

間
に
は
彩
色
を
施
し
た
紋
様
が
描
か
れ
、
そ
の
配
色
の
妙
は
華
麗

の
中
に
も
気
品
を
そ
な
え
て
い
る
。
仏
具
一
式
も
緻
密
な
細
工
を

施
し
、
ま
さ
に
仏
間
の
王
者
と
も
い
え
る
べ
き
風
格
を
そ
な
え
て

い
る
。
（
平
成
六
年
十
一
月
）
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
折
上
げ
」

と
は
天
井
の
中
央
部
を
高
く
す
る
こ
と
、
「
格
天
井
」
と
は
角
材

を
格
子
状
に
組
ん
で
、
上
に
板
を
張
っ
た
天
井
の
こ
と
を
い
う
。

　
新
別
府
、
小
手
川
家
の
仏
間
が
完
成
し
た
直
後
の
昭
和
四
〇
年

十
二
月
三
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
の
第
二
三
代

勝
如
上
人
大
谷
光
照
門
主
が
別
府
市
観
光
会
館
（
現
別
府
ト
キ
ハ

の
場
所
）
で
の
行
事
を
済
ま
さ
れ
、
新
別
府
の
小
手
川
家
に
宿
泊

さ
れ
た
。

　
光
照
門
主
は
、
翌
昭
和
四
一
年
四
月
四
日
、
五
日
に
別
府
市
北

浜
の
本
願
寺
別
府
別
院
で
御
法
要
が
あ
っ
た
際
、
新
別
府
の
小
手

川
家
に
二
泊
さ
れ
た
。

　
光
照
門
主
の
父
、
大
谷
光
明
（
明
治
一
八
年
～
昭
和
三
六
年
）

は
浄
土
真
宗
・
西
本
願
寺
二
Ｉ
世
門
主
、
明
女
上
人
の
三
男
に

生
ま
れ
た
。
光
明
の
長
兄
に
は
大
谷
探
検
隊
で
有
名
な
、
二
二
世

門
主
・
大
谷
光
瑞
鏡
如
上
人
（
明
治
九
年
～
昭
和
二
三
年
）
が
お

ら
れ
る
（
大
谷
光
瑞
鏡
如
上
人
に
つ
い
て
は
、
『
別
府
史
談
』
第

七
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
。
光
照
門
主
は
昭
和
二
年
十
月
二
Ｉ

日
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
第
二
三
代
御
門
主
に
就
任
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
光
照
門
主
は
大
谷
光
瑞
上
人
の
甥
に
あ
た
る
。

　
別
府
市
鉄
輪
に
大
谷
光
瑞
鏡
如
上
人
が
遷
化
（
死
去
）
さ
れ
た

跡
が
現
在
「
大
谷
公
園
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
‘
の
大
谷
公
園
内
に

「
光
瑞
上
人
遷
化
之
処
」
と
書
か
れ
た
大
き
な
石
碑
（
昭
和
二
五

年
四
月
、
立
石
者
・
高
岸
源
太
郎
）
が
建
て
ら
れ
た
。
石
碑
の
正

面
に
は
大
谷
光
照
門
主
の
ご
染
筆
に
よ
る
「
光
寿
」
と
彫
ら
れ
た
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香
炉
台
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　
新
別
府
の
小
手
川
吉
夫
氏
は
昭
和
六
三
年
八
月
二
二
日
に
死
去

さ
れ
た
。
享
年
八
八
歳
。
現
在
、
長
男
の
弘
昇
氏
が
林
業
関
係
の

事
業
を
引
き
継
い
で
お
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

取
材
や
写
真
等
ご
協
力
頂
い
た
方
々
は
、
左
記
の
と
お
り
。

別
府
市
新
別
府
の
小
手
川
寿
美
子
様

同
　
　
新
別
府
の
古
屋
謙
一
氏

同
　
　
大
畑
の
川
田
　
康
氏

同
　
　
朝
見
の
藤
田
洋
三
氏

同
　
　
山
の
手
の
藤
野
慶
子
様

大
分
市
上
野
丘
の
村
松
義
彦
氏

同
　
　
三
川
の
首
藤
静
香
様

〔
引
用
参
考
資
料
〕

『
別
府
今
昔
』
是
永
　
勉
著
　
昭
和
四
一
年
五
月

　
大
分
合
同
新
聞
社
発
行

「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
　
平
成
一
四
年
七
月

『
福
岡
県
百
科
事
典
　
上
・
下
巻
』
　
昭
和
五
七
年

　
西
日
本
新
聞
社

『
現
代
日
本
　
朝
日
人
物
事
典
』
　
　
一
九
九
〇
年
二
Ｉ
月

　
朝
日
新
聞
社

『
新
潮
日
本
人
名
辞
典
』
　
　
一
九
九
一
年
四
月
　
新
潮
社

『
大
分
県
歴
史
人
物
事
典
』
　
平
成
八
年
　
大
分
合
同
新
聞
社

『
恋
の
華
・
白
蓮
事
件
』
　
　
一
九
八
二
年
一
一
月

　
永
畑
道
子
著
　
新
評
論

『
別
府
市
誌
』
　
昭
和
六
〇
年
三
月
　
別
府
市
役
所

「
村
松
幸
彦
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
、
別
府
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
」

　
平
成
　
六
年
十
一
月

『
白
蓮
れ
ん
れ
ん
』
一
九
九
四
年
一
〇
月

　
林
真
理
子
著
　
中
央
公
論
社

『
別
府
歴
史
散
歩
　
泉
都
有
情
』

　
平
成
五
年
七
月
　
永
尾
和
夫
著
　
西
日
本
新
聞
社

「
別
府
、
見
・
遊
・
自
・
編
」
二
〇
〇
三
年
カ
レ
ン
ダ
ー

『
別
府
近
代
建
築
史
、
地
霊
』
一
九
九
三
年
十
二
月

　
編
集
者
　
　
藤
田
洋
三
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